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【1】--- 教員コラム第 12 弾  第 10 回「斎藤茂吉とゆかりの人々」   

       保健管理センター / 特任教授 福居顯二   

……………………………………………………………………………………………… 

 

 昨年久しぶりに、北杜夫の「楡家の人びと」を再読しました。たまたま同じ頃に、杜夫の

父であり明治アララギ派歌人である斎藤茂吉の記念館（山形県上山市）の開館 50 周年リニ

ューアルの記事もありました。斎藤茂吉が精神科医であり、長崎医学専門学校の教諭であっ

たことをご存知の方も多いと思います。かつて茂吉は「鳴瀧を共に訪ひたることさへも お

ぼろになりて君ぞ悲しき」と詠みました。鳴瀧は長崎にあるシーボルトの開いた鳴滝塾であ

り、長崎に正式に赴任する直前に訪れ(1917)、当時の教諭と逍遥した時のことを思い出して

四半世紀後に詠まれたものです。 

 その教諭である石田昇教授は東京帝国大学医科大学を卒業し(1903)、精神病学講座の呉秀

三教授門下となります。本学の島村俊一校長の後輩で、慈恵医大の森田正馬教授とは同時期

の俊英です。31 歳で長崎医学専門学校の初代教授として赴任し(1907)、東京府立巣鴨病院

（現・都立松沢病院）時代には弱冠 30 歳で名著「新撰精神病学」（1906）という精神医学

の教科書を執筆し、第 9 版まで版を重ねました。 

 石田は長崎に赴任して 10 年後に、米国バルチモアのジョン・ホプキンス大学、アドルフ・

マイヤー教授が主宰する精神医学教室に留学します(1917)。渡米ほぼ 1 年後に精神に変調



を来たし、同僚のドイツ人医師をピストルで撃つに至ります。 

妄想による発作的な行動でしたが心身喪失は認められず、州立司法施設（後に病院）に収監

されました。しかしながら病状は悪化し「治癒すれば服役を続ける」という条件でやっと帰

国し(1925)、かつて勤務した旧巣鴨病院に長期入院中に没しました。 

 石田の 7 年後輩の茂吉は、第２代教授として石田の渡米期間中の教室運営をまかされま

すが、この事件の後に 3 年間のドイツ留学を果たします。帰国直後に(1925）東京に戻り、

養父（斎藤紀一郎院長）の運営する青山脳病院に勤めます。中根允文長崎大学名誉教授によ

ると、冒頭の歌は後年、石田没後の一周忌に(1941)、茂吉が松沢病院に見舞いに訪れた時の

ことを詠んだもので、その日の日記には「かつて一緒に見た鳴滝の記憶もおぼろげである」

石田の様子を「噫」と嘆息の思いを綴っています。 

 青山脳病院は洋館のお城を思わせる近代的な建物でしたが、茂吉の帰国途中に火災によ

り焼失し、青山から世田谷に病院は移され、後に茂吉が院長となります。茂吉の家族を中心

に青山脳病院ゆかりの人々をモデルに書かれたのが、多くの読者を得た「楡家の人びと」で

す。茂吉の長男で精神科医の斎藤茂太氏、次男の北杜夫ともに鬼籍に入り、最近では杜夫の

長女である斎藤由香氏の楽しいエッセイを誌面で見かけます。この小説を改めて読み、明治

から昭和にかけての「楡家の人びと」の歴史を思い浮かべながら、平成に続く新しい元号を

迎えようとしています。 

 

＊教員コラム第 12 弾は今号で終了です。今年度は大学法人理事長、学長、副学長および名

誉教授の先生方に、図書館や本に関する興味深いエッセイを書いていただきました。10 名

の先生方、ありがとうございます。（編集子）過去の教員コラムはこちらです。 
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【2】---   2018 年、アクセスの高かった電子ジャーナルは?! 

……………………………………………………………………………………………… 

 

2018 年 1 月から 12 月にアクセスした電子ジャーナル利用統計を算出しました。 

本学で人気のあるジャーナルとデータベース、ベスト 5 を発表します。 

 

［電子ジャーナル］ 

1 位 New England Journal of Medicine  8,194 回 

2 位 Nature              7,531 回 

3 位 Cell              4,473 回 

4 位 Science             4,158 回 

5 位 Scientific Reports         4,063 回 

 

mailto:http://www.kpu-m.ac.jp/k/library/webservice/mailnews.html


［電子ジャーナルデータベース］ 

1 位 Elsevier ScienceDirect(1310 誌)   93,948 回 

2 位 メディカルオンライン(1312 誌）  47,376 回 

3 位 WILEY(1489 誌)          31,451 回 

4 位 Nature Publishing Group(19 誌)  27,789 回 

5 位 Springer(1596 誌)        23,739 回 
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【3】--- UpToDate は学外から使えないの？ 

……………………………………………………………………………………………… 

 

A. 学外からは使えません。ついては･･･ 

 

 図書館に寄せられる問合せに、上記の質問があります。UpToDate の購読は、金額的な理

由により、学内のみの利用に限ります。ついては、同じく診療データベース DynaMed Plus

を紹介します。 

 DynaMed Plus は、EBSCO 社が提供する最新のエビデンスにアクセスする診療サポート

ツールです。UpToDate が、記述式でじっくり読み込んでいく構成であるのに対して、

DynaMed Plus は、さっくりと箇条書きで目的の情報を素早く得ることに適しています。

また DynaMed Plus は、学認認証で学外からも利用できます。 

 

～御自宅や出先から、大学の契約電子コンテンツに、簡単アクセス～ 

契約中のデータベースが学外からアクセス可能か否かは 

図書館 HP>電子資料＞文献データベース一覧にて確認できます。 
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【4】---  国試対策本の寄贈のお願い 

……………………………………………………………………………………………… 

 

医師国家試験受験生の皆さん、お疲れ様でした！ 

看護師国家試験は、この週末が本番ですね！頑張ってください！ 

図書館では、医師及び看護師等国家試験受験のための「国試対策本コーナー」を設置してい

ます。試験が終わったら、パーッと羽を伸ばす･･･前に、これから受験生になる後輩のため

に国試対策本を寄贈していただけませんか？ 

 

対象は、医師国家試験/看護師国家試験(保健師・助産師含む。)参考書・問題集など 

https://www.uptodate.com/contents/search
http://www.ebsco.co.jp/medical/dynamed/
http://www.ebsco.co.jp/medical/dynamed/
http://www.kpu-m.ac.jp/k/library/densisiryou/list.html


 ・平成 28 年度以降が望ましいですが、刊行年が古くても役に立つものはこの限りではあ

りません。 

 ・少々の書き込みやラインマーカーがあっても結構です。 

 

図書館受入整理担当（TEL：212-5400）に持参ください。 

※寄贈いただいた資料の配架の適否は、図書館で判断させていただきます。複本多数の場合

や資料の状態によっては配架せず、古本募金に活用させていただく場合もあります。御了承

ください。 
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【5】---卒業する皆様へ＜資料返却のお願い＞＜卒業後の図書館利用＞   

……………………………………………………………………………………………… 

 

この春卒業の皆様、おめでとうございます。卒業式まであとわずかとなりました。 

 

＜資料返却のお願い＞ 

図書館から借りている資料の返却はお済みですか？ 

延滞本は至急返却し、晴れやかに卒業式をお迎えください。 

 

＜卒業後の図書館利用＞ 

「医学科生」「看護学科生」の図書館利用証の有効期限は 3 月末日です。 

卒業後も図書館を利用したい方には、以下の方法で利用証を発行します。 

 

◆学外に出る卒業生--「卒業生」の利用証を発行します。入館は今までどおり可能ですが、

貸出はできません。 

◆大学に所属する卒業生--「研修医」「看護師」の利用証を発行します。研修医になる方には

オリエンテーションで利用証申請書を配布します。 

 

※電子ジャーナルや契約データベースは、原則として学内者のみ利用できます。 
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 [Book Review] 

……………………………………………………………………………………………… 

 

岡野雄一著『ペコロスの母に会いに行く』西日本新聞社 (2012 年） 

 

mailto:libseiri@koto.kpu-m.ac.jp


 認知症で施設に暮らす母との日々を綴ったコミックエッセイ。故郷・長崎に 40 歳で U タ

ーンした漫画家(62 歳)が、親の老いや家族の姿を温かいタッチで描いている。 

 本書は 2013 年に映画化され、赤木春恵さんが 88 歳にして映画初主演を果たし、“世界最

高齢での映画初主演女優”としてギネス世界記録に認定された。赤木さんは惜しくも昨年 11

月に逝去、この映画が遺作となった。映画も観てみたい。（２階閲覧室 493.75 ||O ）（M.I） 

 

         KPUM Library Booklog：http://booklog.jp/users/kpumlib  

       この本のページ：https://booklog.jp/item/1/4816708537  

 

……………………………………………………………………………………………… 
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